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(57)【要約】
【課題】配線の見栄えをよくしつつも、スピーカの落下
防止機能を高める。
【解決手段】このスピーカには、スピーカ本体と、スピ
ーカ本体に接続されるスピーカ用コードとが備えられて
いる。スピーカ用コードには、スピーカ本体に電気信号
を供給する信号用線材と、スピーカ本体の落下を防止す
るための落下防止用ワイヤと、信号用線材及び落下防止
用ワイヤをまとめて覆うカバー材と、カバー材を介して
信号用線材及び落下防止用ワイヤを外部の構造体に取り
付ける取付部とが備えられている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スピーカ本体と、
　前記スピーカ本体に接続されるコードとを備え、
　前記コードは、
　前記スピーカ本体に電気信号を供給する信号用線材と、
　前記スピーカ本体の落下を防止するための落下防止用ワイヤと、
　前記信号用線材及び落下防止用ワイヤをまとめて覆うカバー材と、
　前記カバー材を介して前記信号用線材及び前記落下防止用ワイヤを外部の構造体に取り
付ける取付部とを備えることを特徴とするスピーカ。
【請求項２】
　請求項１記載のスピーカにおいて、
　前記取付部は、
　前記信号用線材を絶縁した状態で当該信号用線材及び落下防止用ワイヤを保持する線材
保持部と、
　前記線材保持部を前記外部の構造体に固定する固定部とを備え、
　前記固定部は、前記線材保持部を前記外部の構造体に固定すると、前記信号用線材の絶
縁状態を導通状態に切り替えることを特徴とするスピーカ。
【請求項３】
　請求項２記載のスピーカにおいて、
　前記信号用線材は前記外部の構造体と前記落下防止用ワイヤとから絶縁されていること
を特徴とするスピーカ。
【請求項４】
　スピーカ本体に電気信号を供給する信号用線材と、
　前記スピーカ本体の落下を防止するための落下防止用ワイヤと、
　前記信号用線材及び落下防止用ワイヤをまとめて覆うカバー材と、
　前記カバー材を介して前記信号用線材及び前記落下防止用ワイヤを外部の構造体に取り
付ける取付部とを備えることを特徴とするスピーカ用コード。
【請求項５】
　請求項４記載のスピーカ用コードにおいて、
　前記取付部は、
　前記信号用線材を絶縁した状態で当該信号用線材及び落下防止用ワイヤを保持する線材
保持部と、
　前記線材保持部を前記外部の構造体に固定する固定部とを備え、
　前記固定部は、前記線材保持部を前記外部の構造体に固定すると、前記信号用線材の絶
縁状態を導通状態に切り替えることを特徴とするスピーカ用コード。
【請求項６】
　請求項５記載のスピーカ用コードにおいて、
　前記信号用線材は前記外部の構造体と前記落下防止用ワイヤとから絶縁されていること
を特徴とするスピーカ用コード。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スピーカ及びスピーカ用コードに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば、スピーカコードを天井にあるフックに掛けることでスピーカ本体を支持
するスピーカが知られている（例えば特許文献１参照）。しかしながら、スピーカコード
のみでスピーカ本体を支えているので、万が一スピーカコードが破断してしまうと、その
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ままスピーカ本体が落下することになっていた。
　これを防止すべく、近年ではスピーカコードとは別体の落下防止用ワイヤをスピーカ本
体に取り付けたスピーカが開発されている。具体的に、スピーカ１００には、図９に示す
ようにスピーカ本体１０１の裏面には、スピーカコード１０２と、落下防止用ワイヤ１０
３とが接続されている。スピーカコード１０２は、アンプに接続されていて、アンプから
出力された電気信号をスピーカ本体１０１に供給するようになっている。一方、落下防止
用ワイヤ１０３は、その先端部に固定リング１０４が設けられていて、その固定リング１
０４にネジ１０５を挿通し壁１０６に螺合することで、落下防止用ワイヤ１０３が壁１０
６に固定されるようになっている。これにより、スピーカ本体１０１が落下防止用ワイヤ
１０３を介して壁１０６に連結されて、スピーカ本体の落下が防止されることになる。
【特許文献１】実開平２－１０６８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、上述したようにスピーカコードと、落下防止用ワイヤとがそれぞれ設けられ
ていると、スピーカコードだけが設けられたものと比べても配線が煩雑となってしまって
いた。特に、スピーカの設置時にスピーカコードだけを取り付ければ音は鳴るので、ユー
ザによっては落下防止用ワイヤを取り付けないことも考えられ、落下防止機能を発揮でき
ないおそれもある。
【０００４】
　そこで本発明の課題は、配線の見栄えをよくしつつも、スピーカの落下防止機能を高め
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１記載の発明に係るスピーカは、
　スピーカ本体と、
　前記スピーカ本体に接続されるスピーカ用コードとを備え、
　前記スピーカ用コードは、
　前記スピーカ本体に電気信号を供給する信号用線材と、
　前記スピーカ本体の落下を防止するための落下防止用ワイヤと、
　前記信号用線材及び落下防止用ワイヤをまとめて覆うカバー材と、
　前記カバー材を介して前記信号用線材及び前記落下防止用ワイヤを外部の構造体に取り
付ける取付部とを備えることを特徴としている。
【０００６】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載のスピーカにおいて、
　前記取付部は、
　前記信号用線材を絶縁した状態で当該信号用線材及び落下防止用ワイヤを保持する線材
保持部と、
　前記線材保持部を前記外部の構造体に固定する固定部とを備え、
　前記固定部は、前記線材保持部を前記外部の構造体に固定すると、前記信号用線材の絶
縁状態を導通状態に切り替えることを特徴としている。
【０００７】
　請求項３記載の発明は、請求項２記載のスピーカにおいて、
　前記信号用線材は前記外部の構造体と前記落下防止用ワイヤとから絶縁されていること
を特徴としている。
【０００８】
　請求項４記載の発明に係るスピーカ用コードは、
　スピーカ本体に電気信号を供給する信号用線材と、
　前記スピーカ本体の落下を防止するための落下防止用ワイヤと、
　前記信号用線材及び落下防止用ワイヤをまとめて覆うカバー材と、
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　前記カバー材を介して前記信号用線材及び前記落下防止用ワイヤを外部の構造体に取り
付ける取付部とを備えることを特徴としている。
【０００９】
　請求項５記載の発明は、請求項４記載のスピーカ用コードにおいて、
　前記取付部は、
　前記信号用線材を絶縁した状態で当該信号用線材及び落下防止用ワイヤを保持する線材
保持部と、
　前記線材保持部を前記外部の構造体に固定する固定部とを備え、
　前記固定部は、前記線材保持部を前記外部の構造体に固定すると、前記信号用線材の絶
縁状態を導通状態に切り替えることを特徴としている。
【００１０】
　請求項６記載の発明は、請求項５記載のスピーカ用コードにおいて、
　前記信号用線材は前記外部の構造体と前記落下防止用ワイヤとから絶縁されていること
を特徴としている。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、信号用線材と落下防止用ワイヤとがカバー材によって一体的にまとめ
られているので、配線を簡素化することができ、見栄えがよくなる。さらに、スピーカ用
コードをスピーカ本体に取り付けることで、信号用線材と落下防止用ワイヤとが確実にス
ピーカ本体に取り付けられることになる。そして、取付部によって外部の構造体にスピー
カ用コードを取り付ければ落下防止機能も発揮することが可能となる。ここで、信号用線
材とともに落下防止用ワイヤが一体的にまとめられているために、万が一スピーカ本体が
定位置から落下したとしても、信号用線材のみからなるスピーカ用コードよりも確実に落
下を防止することができる。
　また、取付部は、外部の構造体に取り付けなければ信号線が導通しない構造となってい
るため、スピーカから音を出すには取付部の固定が必須となる。したがって、落下防止ワ
イヤを確実に機能させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図を参照にして本発明の実施形態について図を参照して説明する。図１は本実施
形態に係るスピーカの概略構成を示す斜視図である。この図１に示すように、スピーカ１
には、スピーカ本体２と、スピーカ本体２に接続されるスピーカ用コード３とが備えられ
ている。
【００１３】
　スピーカ本体２の裏面には、音声用端子２１，２２と、落下防止用端子２３とが設けら
れている。
【００１４】
　スピーカ用コード３には、スピーカ本体２に電気信号を供給する、＋極、－極の信号用
線材３１、３２と、スピーカ本体２の落下を防止するための落下防止用ワイヤ３３と、信
号用線材３１、３２及び落下防止用ワイヤ３３をまとめて覆うカバー材３４と、カバー材
３４を介して信号用線材３１、３２及び落下防止用ワイヤ３３を家屋等の壁（外部の構造
体）に取り付ける取付部３５とが備えられている。
【００１５】
　以下、取付部３５について詳細に説明する。図２は取付部３５の概略構成を示す側面図
である。図２に示すように取付部３５には、信号用線材３１，３２を絶縁した状態で当該
信号用線材３１，３２及び落下防止用ワイヤ３３を保持する線材保持部３６と、線材保持
部３６を家屋等の壁に固定する固定部３７とが備えられている。
【００１６】
　図３は線材保持部３６の概略構成を示す正面図であり、図４は側断面図、図５は線材保
持部３６の内部構成を示す正面図である。これら図３～５に示すように、線材保持部３６
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には、基台３８と、基台３８の正面側を覆う蓋部３９とが設けられている。
【００１７】
　基台３８には、信号用線材３１，３２及び落下防止用ワイヤ３３が固定される基板４０
と、基板４０の周囲から立設する壁部４１と、基板４０に形成された貫通孔４２とが備え
られている。
　基板４０は、絶縁性の樹脂等から形成されていて、その表面には、一対の導電部４３，
４４が貼付されている。一対の導電部４３，４４は離間していて、互いに絶縁されている
。また、基板４０の表面には、＋極用の信号用線材３１が導電部４３，４４に導通しない
ように配線されている。一方、－極用の信号用線材３２は分断されており、一方の端部３
２ａが導通部４３に導通されていて、他方の端部３２ｂが導通部４４に導通されている。
つまり、このままの状態であると－極用の信号用線材３２は絶縁された状態となっている
。
　基板４０の裏面には、貫通孔４２と連続する貫通孔４５を有する金属板４６が取り付け
られている。この金属板４６にはワイヤ固定リング４７が重ねられており、金属板４６と
ワイヤ固定リング４７とで落下防止用ワイヤ３３の先端部を挟持している。また、前述し
たように、基板４０は絶縁性の樹脂等から形成されているため、基板４０の表面に配線さ
れた信号用線材３１，３２は家屋の壁や落下防止用ワイヤ３３から絶縁されることになる
。
【００１８】
　蓋部３９は開口４８を有していて、基台３８の壁部４１に取り付けられると開口４８に
より基台３８の貫通孔４２及び一対の導電部４３，４４を露出するようになっている。
【００１９】
　固定部３７は、図２に示すように、開口４８に進入する固定片５１と、固定片５１に取
り付けられ、貫通孔４２，４５を介して家屋等の壁に螺合するネジ５２とを備えている。
【００２０】
　図６は、固定片５１の概略構成を示す斜視図である。図６に示すように固定片５１には
、ネジ５２が貫通する貫通孔５３と、貫通孔５３を挟んで対向する一対の導電層５４，５
５が設けられている。この導電層５４，５５は、固定片５１が開口４８内に進入し、固定
片５１の裏面と基板４０の表面とが接触すると、図４及び図５の点線Ｔに示す通り導電部
４３，４４の両者に接触して、－極用の信号用線材３２を絶縁状態から導通状態に切り替
えるようになっている。
【００２１】
　次に、本実施形態の作用について説明する。
　スピーカ１の設置時、スピーカ本体２とスピーカ用コード３とを接続する際には、ユー
ザはスピーカ用コード３の信号用線材３１，３２をスピーカ本体２の音声用端子２１，２
２及びアンプに取り付け、落下防止用ワイヤ３３を落下防止用端子２３に取り付ける。
　その後、ユーザは取付部３５を家屋等の壁に固定する。このとき、取付部３５の固定片
５１の裏面が基板４０の表面に接触するまでネジ５２が締結されることで、導電部４３，
４４と導電層５４，５５とが接触して、－極用の信号用線材３２が導通状態に切り替わる
。これにより、スピーカ本体２と、アンプとが導通可能となる。
【００２２】
　以上のように、本実施形態によれば、信号用線材３１，３２と落下防止用ワイヤ３３と
がカバー材３４によって一体的にまとめられているので、配線を簡素化することができ、
見栄えがよくなる。さらに、スピーカ用コード３をスピーカ本体２に取り付けることで、
信号用線材３１，３２と落下防止用ワイヤ３３とが確実にスピーカ本体２に取り付けられ
ることになる。
【００２３】
　さらに、固定部３７が、線材保持部３６を家屋等の壁に固定すると、信号用線材３２の
絶縁状態を導通状態に切り替えるので、取付部３５を前記壁に取り付けなければ、スピー
カ本体２とアンプとが導通しない状態のままとなる。つまり、スピーカ１を設置する際に
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に固定され、落下防止機能が確実に発揮されることになる。
【００２４】
　なお、本発明は上記実施形態に限らず適宜変更可能であるのは勿論である。
　例えば、本実施形態では、外部の構造体として家屋等の壁を例示して説明したが、車両
等であってもよい。この場合、車両のトリム等に取付部を取り付けることになる。ここで
、トリム等に取り付ける際には、図７に示すように取付部３５ａの金属板４６ａを下方が
開放した断面視コ字状のものとして、その開放部分にトリム７０を挿入しネジ５２と金属
板４６ａとで挟持するようにしている。なお、車両アース等を兼ねたトリムに取り付けら
れる場合であっても、基板４０によって信号用線材３１，３２がトリム７０や落下防止用
ワイヤ３３から絶縁されているために、信号用線材３１，３２の絶縁性が確保されること
になる。
　また、上記実施形態では、－極用の信号用線材３２を分断し、絶縁状態と導電状態とを
切り替える構成としたが、＋極用の信号用線材３１を分断して絶縁状態と導電状態とを切
り替える構成としてもよいことは言うまでもない。
【００２５】
　また、上記実施形態では、固定片５１が－極用の信号用線材３２を絶縁状態から導電状
態に切り替える場合を例示して説明したが、図８に示すように、ネジ５２によって－極用
の信号用線材３２を絶縁状態から導電状態に切り替える構成であってもよい。この場合、
導電部４３ａ，４３ｂが外部に露出していて、ネジ５２を締結した際、当該ネジ５２の頭
部５２ａが点線部Ｔ１のように導電部４３ａ，４３ｂに接触して－極用の信号用線材３２
を絶縁状態から導電状態に切り替えるようになっている。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本実施形態に係るスピーカの概略構成を示す斜視図である。
【図２】図１のスピーカに備わる取付部の概略構成を示す側面図である。
【図３】図２の取付部に備わる線材保持部の概略構成を示す正面図である。
【図４】図３の線材保持部の側断面図である。
【図５】図３の線材保持部の内部構成を示す正面図である。
【図６】図２の取付部に備わる固定片の概略構成を示す斜視図である。
【図７】図３の取付部の変形例を示す側面図である。
【図８】図７の取付部の変形例を示す側面図である。
【図９】従来のスピーカの概略構成を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００２７】
　　　１　　　スピーカ
　　　２　　　スピーカ本体
　　　３　　　スピーカ用コード
　　３１　　　信号用線材
　　３２　　　信号用線材
　　３３　　　落下防止用ワイヤ
　　３４　　　カバー材
　　３５　　　取付部
　　３６　　　線材保持部
　　３７　　　固定部
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【図１】

【図２】

【図３】
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【図７】
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